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荘 1･椀物の校名の同定は拾叫氏が行った｡
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洗 1･殺虫琴は (-)0-J9%,(土)50-74,･･'･(+)7'Ii-93i･(十十)10∂%rk示す｡
誹 2.48時間後に何れかの部分に於で一皮 でも所要の殺虫卒を得た 組物は之を 牧鎖した｡
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･1 ､＼ '1', .I
～8.DDT粉剤のイエpは 成島にたいする毒性について,と(比況塩酸またよる9,9'-DDT･虎JL措
集との比較｡殺晶刑の生物群坊にかんする研究｡欝ⅠⅩ報
一 長沢純夫_･高野武之助 (ー京都大学化学研究所武居研究室)25:2.1-)受理. ■●
/
1･早 宮 - うとして･実数を計回し･施行したものである｡牧山
この研究は DDpT粉剤の有効度を性物学的に定足 剤のひとつの依田形態として近年粉剤の利f7研兜は'
するための方法を見出す目的と, さきに高野 順 凹 / いちぢ･aしい進歩を見たが,これl=_ともなってこれら
(1949)によって轟義半られた, 股塩酸の方法による･:･の生物試験法にふんナる研究も･_また多′くの人々によ ●
3',L'-DDTーの定立結果がこれと一致するか否かをしろ つて返行されて･いる｡･`古くは Campbel皮 Filmer1
46■
